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サンクリキッズ より 

６月の流れから８月前半までは多くの方の 

ご利用がありました。今年は手足口病や 

ヘルパンギーナと診断がつく方は、例年に比

べ、少なかったようです。 

 

９月～１０月は見事に台風接近と重なるよう 

に、喘息や気管支炎の方が増えました。 

さらに風邪をこじらせ気管支炎→肺炎へと 

悪化するケースが目立った時期でした。 

 保護者様の心情を想うと胸が痛む 

 ことも多かったです。 
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病児保育室 

今年も 残りわずか…… 

手帳を新しくして 

家族の予定をあれこれ考えるのも 

楽しいですね。 
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子どもの病気……始まりは様々ですね。 

鼻水が出てるなあ、咳ちょっとしてるかなあ……、

くらいだったのがとうとう熱が出た―！ というこ

とが多いでしょうか。 

本来「熱があっても元気で食欲もあり睡眠もとれ

ているなら、１～2 日はお家で様子を見て、3 日目

くらいに病院へ行ってみるというスタンスでいいの

よ」とＤr. は言っています。病気の初期は、何の病

気か判断しにくい段階です。それが3日目頃になる

と症状も出揃ってきて、判断材料が増えるので、よ

り効果的な診察と処方ができるのです。 

さて、病児保育室の予約ができたら、翌朝の入室に備えてお子さんの経過を見守ってい

てください。大事なのは症状を消さないことです。熱が出ているのは、自分の免疫でウイ

ルスや細菌と戦っている証拠、咳や鼻水はそれが体の中に侵入するのを防ごうと必死で外

へ追い出そうとしているのです。嘔吐や下痢も同じことです。だから、これらの症状を止

めるための薬で症状を抑えてしまうと、結局は病気を長引かせてしまうことになってしま

います。熱が出たからといって慌てて解熱剤を使う必要はありません。冷やしたり温めた

り背中をさすったり……そんな手当で大丈夫です。 

でもおうちの方が“働いている！”となるとそう

もいきません。病児保育室を利用するには、医師に

よる利用連絡書（第4号様式）が必ず必要なので、

初期の段階でも病院へ行かなければならず、とりあ

えず何かしらの病名がつけられることになります。 

中にはこうした流れに「しっくりしないなあ」と

違和感を持つ方もいらっしゃるでしょう。時々「預

けるには病院に連れて行かなければならない」と聞

き、「え～～～！」とがっかりされる方もいらっしゃ

います。「予約したらすぐ預けられると思ってた」と。 

 

予約を取ったら 

病気のはじまり 

子どもの病気…始まりは

様々ですね。 

鼻水が出てるな～、咳ちょ

っとしてるかなあ…くらい

だったのがそのうちとうと

う熱が出た―！ということ

が多いでしょうか。 

しかしこの流れは病児保育室の特性上、とっても大切なことなので

す。たとえ初期でも「ふつうの風邪とは違うぞ」と判断ができる病気

もたくさんあります。それを医師が見極めて指示をすることにより、

病児保育室では感染力の強い病気の方を隔離保育室でお預かりするこ

とができるのです。こうした適切な部屋割りができないと、「病児保育

室で別の病気をもらってしまった…」という事態になりかねません。 

仕事は休めない 

子どもの病気…始まりは

様々ですね。 

鼻水が出てるな～、咳ち

ょっとしてるかなあ…く

らいだったのがそのうち

とうとう熱が出た―！と

いうことが多いでしょう

か。 

病児保育室って？ 

子どもの病気…始まりは様々

ですね。 

鼻水が出てるな～、咳ちょっと

してるかなあ…くらいだった

のがそのうちとうとう熱が出

た―！ということが多いでし

ょうか。 

サ
ン
ク
リ
キ
ッ
ズ
は
、
横
浜
市
委
託
事
業
の
「
医
療
施
設
併
設
型
病
児
保

育
室
」
で
す
。 

「
病
気
の
子
ど
も
を
預
け
る
な
ん
て
…
…
」
と
い
う
罪
悪
感
が
強
い
保
護

者
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
お
察
し
し
ま
す
。
ご
心
配
も
当
然
で
す
。

で
も
仕
事
も
ず
っ
と
は
休
め
ま
せ
ん
。
有
給
で
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
病
児

保
育
室
を
利
用
し
て
何
と
か
乗
り
切
る
し
か
な
い
…
…
そ
う
お
考
え
で

し
た
ら
一
度
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。 

病
児
保
育
室
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す 
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実は保育施設で起こった睡眠中の不幸な事故について集計を取った結果、事故が一

番多いのは、預かり始めの時期（0～1 歳児）であることがわかっています。この結

果は乳児の疲労や環境変化に伴うストレスが、事故の発生要因となっていることを示

しています。さらに、病児保育室でお預かりするお子様は健康時とは違います。身体

状況についてできるだけ詳細をお伝えいただけることが、リスクを減らすためには何

より大事です。 

昼食は持参していただいています。 

体調や進み具合に合わせて、形状・盛り付けを工夫し

たり量を調節したりしています。 

いよいよ受付開始 8:30～です。 

正直、お預かり初日はこちらからお尋ねすることがたくさん（！）あります。 

まずは病気の経過について。予め記入いただいた「当日連絡票」をもとに、症状が

始まった時点から現在までの経過を丁寧にうかがいます。どんな些細なことも大事な

手がかりです。普段の様子と違うところ、どんな薬が出されているのか、熱が出てか

ら何日経つのか、等々。私たちはその情報を手掛かりに、この先考えられる可能性を

何通りか予測しながら慎重に後を引き継ぎ、そうやって初めて無事にお返しすること

をお約束できるのです。 

症状により、上半身を高く

する、クーリングを施す、

加湿調整をするなど対応し

ます。 

 

 

 

 

 

 

保育室の一日 

午睡中の熱が上昇していることもよく

あります。検温し、お子さんの身体状

況をよく観察します。おやつをいただ

き、ゆったりとした遊びを中心 

に過ごし、お迎えを待ちます。 

 
 

 

不安と寂しさでいっぱい。激しい泣きとともに私たち

の保育看護がスタートします。とても保護者の方の代

わりとはいきませんが、ひたすら抱っこし寄り添い、

少しずつ興味をもちそうな遊びへと誘います。 

咳や熱の症状が辛くて夜ぐっすり眠れなかっ

た……というお子さんも多いです。様子を見て

そのまま眠れるように導くこともあります。 

入室の様子 

 

アレルギーは 

ありますか？ 

 

けいれんを 

起こしたことは？ 

 

 

おしっこは 

出てますか？ 

 
過去の病歴は？ 
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・
０
歳
時
に
熱
性
け
い
れ
ん
を

２
回
起
こ
し
、
以
後
予
防
薬

の
ダ
イ
ア
ッ
プ
を
処
方
さ

れ
る
。 

 

・
保
育
園
で
は
３７
度
を
超

え
る
と
す
ぐ
に
呼
び
出
さ

れ
て
し
ま
う
。 

 

・
お
迎
え
後
は
家
で
ゆ
っ
く

り
さ
せ
て
い
た
が
、
朝
方
に

は
３８
度
、
ダ
イ
ア
ッ
プ
を

投
与
す
る
。 

 

 

 

発熱のケース 

・
熱
も
な
く
元
気
に
登
園
し
た

が
給
食
後
に
突
然
の
嘔
吐
、

呼
び
出
し
と
な
る
。
お
迎
え

後
も
嘔
吐
は
止
ま
ら
ず
、 

「
感
染
性
胃
腸
炎
」
の
診
断
。 

  

発熱・咳のケース 

・
起
床
後
７
時
半
に
も
嘔
吐
が
あ

り
、
起
床
時
の
尿
量
が
少
な
め

だ
っ
た
と
の
こ
と
。 

・
最
終
嘔
吐
か
ら
１
時
間
以
上

経
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

９
時
か
ら
ス
プ
ー
ン
１
杯
の
水

分
を
摂
取
し
始
め
る
。
日
中
の

摂
取
目
標
５００
ｃ
ｃ
と
し
て
、
順

調
に
摂
取
量
を
増
や
し
て
い

く
。
吐
き
気
も
な
く
昼
時
点
で

十
分
な
尿
量
を
確
認
で
き
た
た

め
、
医
師
よ
り
午
睡
後
に
固
形

物
（
お
か
ゆ
）
摂
取
の
許
可
が

出
る
。
夕
方
、
泥
状
便
あ
り
。 

 

・
軽
い
咳
が
一
週
間
程
続
い
て

い
る
が
元
気
に
登
園
は
し
て

い
た
。 

し
か
し
と
う
と
う
発
熱
、 

咳
も
多
く
夜
間
は
眠
れ
な
い

程
だ
っ
た
。 

 

・
咳
の
様
子
や
胸
の
音
な
ど
に

よ
り
「
気
管
支
炎
」「
喘
息
様

気
管
支
炎
」
な
ど
の
診
断
。 

 

 

・
機
嫌
は
良
く
、
早
速
お
ま
ま
ご

と
で
遊
び
始
め
る
が
、
咳
は
絶

え
ず
出
て
い
る
。 

・
食
欲
は
あ
る
も
の
の
、
咳
込
ん

で
吐
い
て
し
ま
う
。 

  

・
朝
は
元
気
に
登
園
し
た
が
、 

午
睡
後
に
３８
度
の
発
熱
、 

呼
び
出
し
を
受
け
る
。 

 ・
会
社
を
早
退
し
お
迎
え
へ
。 

そ
の
ま
ま
か
か
り
つ
け
医
を
受
診

し
「
風
邪
で
し
ょ
う
」
と
の
こ
と
。 

他
の
症
状
は
な
い
の
で 

解
熱
剤
だ
け
処
方
さ
れ
帰
宅
。 

 

・
夕
食
は
い
つ
も
の
半
分
く
ら
い 

 

で
終
え
る
。
就
寝
時
に
は
３８
度 

 

５
分
、
と
り
あ
え
ず
解
熱
剤
を 

 

使
っ
て
寝
か
せ
た
。 

 

・
朝
に
は
３６
度
台
に
な
っ
た
の
で 

 

い
つ
も
通
り
登
園
。 

・
玄
関
先
か
ら
ひ
ど
い
咳
込
み
が 

 

あ
り
、
肩
で
息
を
し
て
い
る
状

態
。
す
ぐ
さ
ま
酸
素
飽
和
度
を

測
定
、
正
常
範
囲
を
下
回
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
、

急
き
ょ
診
察
の
手
配
を
行
い
、

医
師
の
判
断
を
仰
ぐ
。 

 

・
吸
入
処
置
を
行
う
が
回
復
が

み
ら
れ
ず
、
入
院
対
応
可
能
な

病
院
を
紹
介
す
る
。「
肺
炎
」

で
一
週
間
の
入
院
と
な
り
ま

し
た
。 

感染性胃腸炎のケース 

症
状
別 

保
育
室
で
の
ケ
ア
（実
際
に
お
預
か
り
し
た
中
か
ら
） 熱性けいれん歴あり 

病児保育室ケア 

おうちケア 
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・
給
食
前
に
は
ぐ
っ
た
り
し
、

３８
度
に
な
り
呼
び
出
し
。 

 ・
病
児
保
育
利
用
連
絡
書
（
第

４
号
様
式
）
を
取
得
す
る
た
め

か
か
り
つ
け
医
へ
。「
急
性
上

気
道
炎
」
の
診
断
。
病
児
保
育

室
の
予
約
。 

 

＊
け
い
れ
ん
歴
が
な
い
お
子
さ
ん 

が
保
育
中
に
初
め
て
け
い
れ
ん 

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

兄
弟
や
姉
妹
に
け
い
れ
ん
歴
が

あ
る
場
合
は
、あ
ら
か
じ
め
予
測
し

て
、
慎
重
に
経
過
を
見
守
り
ま
す
。 

 
 

＊
可
能
な
限
り
対
症
療
法
で
様
子

を
み
て
も
改
善
が
み
ら
れ
な
い
時

は
再
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

小
さ
い
お
子
さ
ん
は
検
査
に
よ

り
「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
」
が
判
明
し
た

り
、経
過
が
長
い
場
合
は
血
液
検
査

や
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
に
よ
っ
て「
肺

炎
」を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

サ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
症
状
の

進
行
具
合
に
よ
っ
て
、必
要
な
薬
を

処
方
し
て
い
ま
す
。抗
生
剤
な
ど
も

「
こ
こ
ぞ
！
」と
い
う
時
し
か
処
方

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、そ
の
時
は
し
っ

か
り
飲
ん
で
治
し
ま
し
ょ
う
、と
お

話
し
て
い
ま
す
。 

 

・
入
室
時
38
度
2
分
、
１
回
目

ダ
イ
ア
ッ
プ
投
与
か
ら
8
時

間
後
の
熱
経
過
に
よ
り
、
２
回

目
投
与
の
判
断
を
行
う
。 

 
 ・

１２
時
の
時
点
で
、
熱
38
度
、 

解
熱
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
、
ダ
イ
ア
ッ
プ
２
回
目
を
使

用
す
る
。
そ
の
後
徐
々
に
解
熱

し
、
け
い
れ
ん
発
作
も
な
し
。 

＊
感
染
性
胃
腸
炎
は
食
事
内
容
を

少
し
見
直
せ
ば
数
日
で
治
る
も
の 

で
す
。
水
分
の
摂
り
方
や
食
事
の 

進
め
方
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。 

 

一
方
で
、脱
水
症
状
が
疑
わ
れ
る 

病
状
の
方
に
は
、点
滴
治
療
が
必
要

に
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
病
児
保
育

室
で
は
お
預
か
り
で
き
ま
せ
ん
。医

療
機
関
で
の
対
応
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 

 
 

 
 

・
そ
の
後
３
日
間
、
39
度
台

の
高
熱
が
続
く
が
、
食
欲
は

あ
り
水
分
も
摂
れ
て
い
る
の

で
、
解
熱
剤
は
控
え
て
様
子

を
み
て
よ
い
こ
と
を
お
話
し

す
る
。 

 

・
保
育
室
利
用
3
日
目
、 

午
前
中
に
は
平
熱
に
な
り
、

午
睡
後
、
腹
部
に
細
か
い
発

疹
が
出
現
、
診
察
の
結
果

「
突
発
性
発
疹
」
と
判
明
。 

 

＊
高
熱
が
続
く
こ
と
に
加
え
、
発
疹

が
出
る
、
目
ヤ
ニ
が
増
え
る
な
ど

の
症
状
で
「
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感

染
」、
喉
の
赤
み
や
い
ち
ご
舌
な
ど

の
症
状
で
「
溶
連
菌
感
染
症
」
な

ど
。
ま
た
、
目
の
充
血
や
首
リ
ン

パ
節
の
腫
れ
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
後
の

発
赤
な
ど
の
諸
症
状
に
よ
り
、「
川

崎
病
」
が
判
明
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

・
便
は
泥
状
か
ら
水
様
と
な
る

が
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
泄
し
て

い
る
た
め
な
の
で
、
消
化
の

よ
い
食
事
に
し
て
経
過
を
見

守
っ
て
よ
い
と
を
お
話
し
す

る
。 

・
４
号
作
成
医
に
よ
り
吸
入
指

示
が
あ
っ
た
の
で
、
午
睡
前

に
吸
入
を
す
る
。 

 

・
布
団
の
上
半
身
部
分
を
高
く

し
、
傾
斜
を
つ
け
て
寝
か
せ

る
。
同
時
に
加
湿
器
で
室
温

を
調
整
す
る
こ
と
で
症
状
が

和
ら
ぎ
、
落
ち
着
い
て
眠
れ

る
よ
う
に
な
る
。 

おうちケア 病児保育室ケア 
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病児保育室 サンクリキッズ 

 
 

●入室前のインフルエンザ検査ご協力のお願い 
   

これからの季節は、風邪症状がインフルエンザであったというケースが

増えてきます。未検査で風邪として入室され、後からインフルエンザと判

明した場合、同室だった他のお友達に感染させる可能性が高まってしまい

ます。 

病児保育室内での二次感染を防ぐための、大切なお願いです。 

入室前には、インフルエンザの検査にどうぞご協力ください。 

ただし発熱後12時間未満の場合は、検査をしても正確な結果が 

出ませんので、受診の際、かかりつけ医とご相談ください。  

（保育士・松崎実和） 

既にご登録いただいているみなさまへ 

＊ご利用には事前登録が必要です。（無料） 

普通の保育園等とは違って、病気になって初めて、当日お会

いしたばかりのお子様を長時間お預かりさせていただく施設

です。安全のためにも病歴や身体状況をあらかじめ把握させて

いただく必要があります。余裕をもって手続きされることをお

すすめします。 

＊かかりつけ医等の診察が必要です。 

朝起こしたら熱があったから……といって予約だけ取って

も、そのままご利用することはできません。必ずかかりつけ

医等の診察を受けて、書類（第４号様式）に記入してもらい、

持参していただく必要があります。詳しくは横浜市・サンク

リニックHP等をご確認ください。 

サンクリキッズのご利用をお考えのみなさまへ 



サンクリニック通信第 40 号                        www.suncli.com      

 

 

 

 

 

7 

                            

                            

風
邪
の
季
節
に
な
り
ま
し
た 

 
 

今
年
は
秋
が
意
外
と
暖
か
い
な
あ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
急
に
寒
く
な
り
ま
し
た
。

寒
く
な
る
と
風
邪
を
ひ
く
方
が
増
え
て
き
ま
す
。
風
邪
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ね
。

「
風
邪
は
万
病
の
も
と
」
と
も
言
い
ま
す
。
ひ
き
始
め
の
対
処
が
肝
心
で
す
。
で
は
、

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
と
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

〈
風
邪
症
候
群
：
い
わ
ゆ
る
風
邪
（
普
通
感
冒
）
に
つ
い
て
〉 

呼
吸
器
は
「
口
→
の
ど
→
気
管
支
→
肺
」
の
ル
ー
ト
と
、「
鼻
腔
→
の
ど
→
気
管
支

→
肺
」
の
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
口
あ
る
い
は
鼻
か
ら
の
ど
（
喉
頭
）
ま
で
を
上

気
道
と
言
い
、
喉
頭
か
ら
肺
ま
で
を
下
気
道
と
言
い
ま
す
。
風
邪
症
候
群
と
い
う
の

は
上
気
道
の
急
性
炎
症
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
下
気
道
に
炎
症
が
及
ぶ
と
、
気
管
支

炎
や
肺
炎
に
な
り
ま
す
。 

風
邪
症
候
群
は
、
健
康
な
人
の
大
半
が
か
か
る
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
病
気
で
す
。

原
因
の
８
０
～
９
０
％
は
ウ
イ
ル
ス
性
で
す
。
ラ
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
多
く
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、
パ
ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
も
原
因
と
な
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
以
外
に
は
一
般
細
菌
、
肺
炎
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
、
肺
炎
ク
ラ
ミ
ジ
ア
（
ク
ラ
ミ
ド
フ
ィ
ラ
）
な
ど
も
原
因
と
な
り
ま
す
。
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
や
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
な
ど
に
つ
い
て
は
あ
と
で
詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
は
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
で
飛
沫
感
染
し
ま
す
。
症
状
と
し
て

は
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
咽
頭
痛
な
ど
で
す
。
発
熱
、
頭
痛
、
食
欲
低
下
、
全
身
倦
怠

感
（
だ
る
さ
）
な
ど
の
全
身
症
状
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
下
気
道
ま
で
及

べ
ば
、
咳
や
痰
な
ど
も
出
て
き
ま
す
。 

特
別
な
治
療
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
静
、
水
分
栄
養
補
給
な
ど
で
自
然
に
治
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
抗
生
剤
は
効
き
ま
せ
ん
。
症
状
に
よ
っ
て
は
、
そ

れ
に
合
わ
せ
た
薬
を
服
用
し
ま
す
。 

 

い
わ
ゆ
る
総
合
感
冒
薬
は
、
風
邪
を
治
す
薬
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ

れ
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。
実
は
、
風
邪
の
諸
症
状
を
抑
え
る
薬
が
い
ろ
い

ろ
混
ざ
っ
た
も
の
な
の
で
す
。
総
合
感
冒
薬
の
中
身
は
、
熱
の
た
め
の
解
熱

剤
、
咳
の
た
め
の
咳
止
め
、
鼻
水
の
た
め
の
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
な
ど
に
、
保

存
剤
や
飲
み
や
す
く
す
る
た
め
の
添
加
物
が
入
っ
た
も
の
で
す
。
本
来
の
原

因
で
あ
る
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ
け
る
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

実
は
、
風
邪
の
症
状
は
抑
え
な
い
方
が
治
り
が
よ
い
の
で
す
。
た
と
え
ば

く
し
ゃ
み
や
鼻
水
は
、
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
て
、
あ
ら
大
変

と
体
が
反
応
し
て
出
る
も
の
で
す
。「
ク
シ
ョ
ー
ン
」
と
す
る
と
、
ウ
イ
ル

ス
は
体
の
中
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
鼻
水
で
洗
い
流
さ
れ
る
の
で
す
。
咳
も
同

じ
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
が
気
管
支
や
肺
に
ま
で
行
か
な
い
よ
う
に
、
喉
の
あ
た

り
で
咳
を
す
る
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス
は
追
い
出
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
ウ
イ
ル

ス
が
奥
ま
で
侵
入
し
て
し
ま
っ
て
も
、
痰
が
か
ら
め
と
り
、
そ
れ
を
咳
に
よ

っ
て
追
い
出
し
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
風
邪
が
ひ
ど
く
な
る
と
熱
が
出
ま

す
。
ウ
イ
ル
ス
は
熱
に
弱
い
の
で
、
免
疫
系
が
働
く
と
高
熱
が
出
て
き
て
、

ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ
け
て
く
れ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
風
邪
が
治
る
の

は
、
体
が
い
ろ
い
ろ
な
免
疫
反
応
を
起
こ
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
を
自
然
に
退
治

し
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
か
ら
で
す
。
免
疫
が
成
立
す
る
の
に
４
～
７

日
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
風
邪
は
大
体
７
日
以
内
に
治
り
ま
す
。

で
も
、
最
初
の
段
階
で
薬
に
よ
っ
て
鼻
水
や
咳
を
止
め
た
ら
、
ウ
イ
ル
ス
が

体
の
中
に
入
り
込
み
、
増
殖
し
て
長
居
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
熱
を
下
げ
て

し
ま
う
こ
と
も
、
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ
け
よ
う
と
す
る
力
を
減
退
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

だ
か
ら
、
軽
い
風
邪
な
ら
自
然
に
任
せ
て
薬
も
飲
ま
ず
、
無
理
せ
ず
、
安
静

に
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
う
ち
治
り
ま
す
。
で
も
、
あ
ま
り
に
高
熱
で
、
あ
る

い
は
咳
が
と
て
も
ひ
ど
く
て
、
食
事
や
水
分
が
摂
れ
ず
、
睡
眠
も
と
り
づ
ら

い
と
い
っ
た
と
き
は
、
体
力
の
ほ
う
が
先
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
冷
や
し

て
も
解
熱
傾
向
が
な
く
、
体
を
起
こ
し
た
り
さ
す
っ
た
り
し
て
も
、
咳
が 
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激
し
く
て
苦
し
い
よ
う
な
場
合
は
、
薬
の
出
番
で
す
。
そ
ん
な
と
き
は
お
医
者
さ
ん
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

風
邪
は
『
万
病
の
も
と
』
と
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
ね
。
最
初
は
風
邪
だ
と
思
っ
て

い
た
ら
、
こ
じ
ら
せ
て
気
管
支
炎
や
肺
炎
に
な
っ
た
り
、
風
邪
で
は
な
く
違
う
病
気
だ

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
養
生
が
大
事
で
あ
る
と
同
時
に
、
経
過
を
よ

く
み
る
こ
と
も
大
事
で
す
。 

風
邪
を
ひ
く
の
は
、
皆
さ
ん
も
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
た
い
て
い
は
疲
れ
が

た
ま
っ
て
い
た
り
、
睡
眠
不
足
だ
っ
た
り
す
る
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う

こ
と
は
、
予
防
法
は
、
疲
れ
を
た
め
な
い
こ
と
、
た
く
さ
ん
睡
眠
を
と
る
こ
と
、
規
則

正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。 

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
忙
し
い
時
期
で
す
。
忙
し
い
時
期
を
過
ぎ
て
ホ
ッ
と
し
た

頃
に
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〈
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
性
感
冒
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
名
の
通
り
流

行
し
ま
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
で
乾
燥
し
た
空
気
が
大
好
き
な
の
で
、

冬
に
な
る
と
多
か
れ
少
な
か
れ
毎
年
流
行
す
る
の
で
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、

突
然
の
高
熱
、
頭
痛
、
全
身
倦
怠
感
、
関
節
痛
な
ど
で
す
。
く
し
ゃ
み
、
鼻
汁
、
咳
な

ど
も
見
ら
れ
ま
す
。
普
通
の
風
邪
と
の
違
い
は
、
感
染
力
が
強
い
こ
と
で
す
。
感
染
が

広
ま
り
や
す
く
、
小
中
学
校
で
は
よ
く
学
級
閉
鎖
に
な
り
ま
す
。 

と
い
う
の
が
、
今
ま
で
の
定
説
で
し
た
。
こ
こ
十
数
年
前
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

診
断
に
迅
速
検
査
キ
ッ
ド
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
当
た
り
前
の
よ

う
に
検
査
し
、
Ａ
型
か
Ｂ
型
か
ま
で
も
診
断
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
か

っ
て
き
た
の
は
、
軽
い
症
状
の
人
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
陽
性
に
出
る
人
が
た
く
さ

ん
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
に
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
い
人
ま
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
の
で
す
。 

 

こ
う
な
っ
て
く
る
と
、
症
状
だ
け
で
は
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
風
邪
症
候
群 

（
普
通
感
冒
）
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に
は
、
風
邪
症
状
の
全
て
の
人
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
迅
速
キ
ッ
ド
で
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
変
な
感
じ
が
し
ま
す
。
検
査
し
な

け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
普
通
の
風
邪
と
し
て
、
安
静
に
し
て
い
る
だ
け
で
治

っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
実
際
、「
微
熱
だ
け
ど
ク
ラ
ス
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
出
て
い
る
か
ら
」
と
検
査
を
し
た
子
ど
も
が
陽
性
だ
っ
た
場
合
に
は
、

軽
い
症
状
な
の
で
、
何
も
服
用
せ
ず
に
自
宅
で
数
日
安
静
に
す
る
よ
う
に
伝

え
ま
す
。
大
概
は
、
そ
れ
で
問
題
な
く
治
り
ま
す
。 

そ
う
考
え
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
の
一
種
だ
と
も
言
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
重
い
症
状
の
人
も
い
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
迅
速
検
査
で

陰
性
が
出
て
普
通
の
風
邪
と
診
断
さ
れ
た
人
の
ほ
う
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
人
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
症
状
が
重
い
、
な
ん
て
こ
と
す
ら
あ
る
の
で
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
、
今
年
は
１
回
服
用
す
る
だ
け
で
よ
い
、
新
し

い
内
服
薬
（
ゾ
フ
ル
ー
ザ
）
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
使
用
が
始
ま
っ

て
す
で
に
問
題
も
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
と

き
、
ゾ
フ
ル
ー
ザ
の
み
で
治
療
す
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
治

療
に
抵
抗
す
る
ウ
イ
ル
ス
に
変
わ
り
、
罹
病
期
間
が
長
く
な
っ
て
し
ま
う
、

つ
ま
り
熱
が
下
が
る
時
期
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
い
う
症
例
が
、
小
児
の
２
０

～
２
５
％
に
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
も
、
騒
ぎ
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
風
邪
の
一

種
だ
く
ら
い
に
考
え
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
で
す
ね
。 

 
〈
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
〉 

日
本
で
は
１
１
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
流
行
し
ま
す
。
生
後
間
も
な
い
赤
ち

ゃ
ん
が
か
か
る
と
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
１
歳
ま
で
に
７
０
％
が

罹
患
し
、
３
歳
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
小
児
が
抗
体
を
獲
得
し
ま
す
。
終
生 
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重
症
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
上
気
道
炎
や
気
管
支
炎
症
状
を
示
す
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
診
断
の
た
め
の
迅
速
キ
ッ
ド
は
あ
り
ま
す
が
、

検
査
は
１
歳
未
満
で
な
い
と
保
険
適
応
が
あ
り
ま
せ
ん
。
重
症
に
な
る
の
も

１
歳
未
満
な
の
で
、
ゼ
イ
ゼ
イ
が
ひ
ど
い
乳
児
に
検
査
し
ま
す
。
治
療
は
対

症
療
法
。
特
別
に
早
く
治
す
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
喘
鳴
、
呼
吸
困
難
状
態
が

ひ
ど
く
、
哺
乳
困
難
な
状
態
に
な
る
と
入
院
が
必
要
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
あ

り
ま
せ
ん
。
パ
リ
ビ
ス
マ
ブ
（
シ
ナ
ジ
ス
）
と
い
う
、
Ｒ
Ｓ
Ｖ
の
抗
体
製
剤

が
あ
り
、
低
出
生
体
重
児
や
先
天
性
心
疾
患
児
に
、
９
月
～
３
月
の
流
行
期

に
月
１
回
筋
注
す
る
こ
と
が
保
険
適
応
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
感
染

予
防
を
し
て
い
ま
す
。 

 

〈
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
〉 

昔
は
４
年
周
期
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
は
や
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
は
大
き
な
流
行
は
な
く
、
４
年
ご
と
の
周
期
性
も
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
晩
秋
か
ら
春
先
に
若
干
発
生
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
は
っ
き

り
し
た
季
節
性
は
な
い
よ
う
で
す
。
潜
伏
期
間
は
２
～
３
週
間
。
症
状
は
発

熱
、
全
身
倦
怠
感
、
頭
痛
に
始
ま
り
、
４
～
５
日
た
っ
て
か
ら
咳
が
出
始
め

ま
す
。
最
初
は
乾
い
た
咳
で
す
が
、
経
過
す
る
に
つ
れ
、
重
く
激
し
い
咳
に

な
り
、
解
熱
後
数
週
間
、
咳
が
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
治
療
は
抗
菌
薬
治

療
が
基
本
で
す
が
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
や
セ
フ
ェ
ム
系
な
ど
の
一
般
的
な
抗
生

剤
は
効
果
が
な
く
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
や
ニ
ュ
ー
キ
ノ
ロ
ン
系
抗
生
剤
が
使

用
さ
れ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
や
特
別
な
予
防
法
は
な
く
、
風
邪
と
同
じ
く
手
洗

い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
で
予
防
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

以
上
、
風
邪
の
季
節
に
注
意
し
た
方
が
よ
い
病
気
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
小
児
科
医
・
相
澤
扶
美
子
） 

お
母
さ
ん
の
た
め
の
小
児
外
科 

シ
ー
ズ
ン
２
：
第
３
回 

 

◆
日
常
的
な
外
科
疾
患 

２
．
臍
ヘ
ル
ニ
ア 

サ
イ
ヘ
ル
ニ
ア
と
呼
び
ま
す
。
俗
に
言
う
「
で
べ
そ
」
の
こ
と
で
、
あ
り

ふ
れ
た
病
気
の
一
つ
で
す
。
生
後
間
も
な
い
頃
の
「
お
へ
そ
」
は
、
そ
の
周

り
の
筋
肉
の
壁
が
寄
っ
て
き
て
完
全
に
閉
じ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
閉
じ
な

い
で
空
い
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
隙
間
（
ヘ
ル
ニ
ア
門
）
か
ら
腸
が
飛
び
出

て
、「
で
べ
そ
」
と
な
る
の
で
す
（
図
１
）。
１
～
２
歳
ご
ろ
に
は
８
０
～
９

０
％
の
子
ど
も
で
ヘ
ル
ニ
ア
門
が
自
然
に
閉
じ
る
の
で
、
特
別
な
治
療
を
せ

ず
と
も
、
ほ
っ
と
い
て
も
治
る
よ
、
と
言
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ
う
は
言

っ
て
も
、
治
っ
た
と
こ
ろ
で
お
へ
そ
ら
し
く
な
く
、
不
満
の
残
る
お
子
さ
ん

も
い
て
、
相
談
を
受
け
ま
す
。
２
歳
を
す
ぎ
て
も
ヘ
ル
ニ
ア
門
が
閉
鎖
し
な

い
、
閉
鎖
は
し
て
い
る
が
お
へ
そ
の
皮
膚
の
た
る
み
が
目
立
ち
、
く
ぼ
み
が

な
く
お
へ
そ
ら
し
く
な
い
、
と
言
う
よ
う
な
場
合
は
手
術
適
応
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
な
ん
と
か
手
術
し
な
い
で
済
む
手
立
て

は
な
い
か
と
考
案
さ
れ
た
の
が
、
ス
ポ
ン
ジ
圧
迫
療
法
で
、
最
近
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 



サンクリニック通信第 40 号                        www.suncli.com      

 

 

 

 

 

10 

  

こ
れ
は
、
剥
が
す
と
き
に
痛
々
し
い
絆
創
膏
を
使
わ
ず
、
お
母
さ
ん
で
も

お
家
で
簡
単
に
で
き
ま
す
（
図
２
）。
方
法
は
、
お
風
呂
上
が
り
な
ど
、
お
や

す
み
前
の
安
静
時
に
、
指
で
ヘ
ル
ニ
ア
の
中
身
を
お
な
か
に
戻
し
た
後
、
あ

ら
か
じ
め
ス
ポ
ン
ジ
を
角
砂
糖
大
に
切
っ
て
貼
り
付
け
た
接
着
テ
ー
プ
（
防

水
フ
ィ
ル
ム
）
を
裏
返
し
に
し
、
ス
ポ
ン
ジ
付
き
テ
ー
プ
を
お
へ
そ
の
凹
み

の
真
ん
中
に
当
た
る
よ
う
手
早
く
押
し
当
て
、
貼
り
付
け
て
完
了
で
す
。
う

ま
く
貼
り
付
け
る
コ
ツ
は
、
ス
ポ
ン
ジ
を
貼
り
付
け
た
テ
ー
プ
を
裏
返
し
て

持
つ
時
に
人
差
し
指
と
中
指
で
挟
み
、
親
指
は
フ
リ
ー
に
し
て
ス
ポ
ン
ジ
に

圧
し
あ
て
る
こ
と
で
す
。
な
か
な
か
お
へ
そ
が
凹
ま
な
い
時
は
、
ミ
ル
ク
を

飲
ま
せ
な
が
ら
行
う
と
、子
ど
も
が
静
か
に
な
っ
て
や
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
テ
ー
プ
は
３
日
毎
に
貼
り
か
え
ま
す
。
貼
っ
た
ま
ま
お
風
呂
も
入
れ
ま

す
。
欠
点
は
テ
ー
プ
で
か
ぶ
れ
る
こ
と
で
、
２
５
％
程
度
の
お
子
さ
ん
に
か

ぶ
れ
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
は
中
断
し
て
、
か
ぶ
れ
の
治
療
を
優

先
し
、
治
っ
て
か
ら
再
開
し
ま
す
。
こ
の
接
着
テ
ー
プ
は
、
テ
ガ
ダ
ー
ム®

（
３
Ｍ
社
製
：1

6
2

2
W

, 1
6

2
4

W

）
が
使
い
や
す
い
の
で
す
が
、
一
枚

あ
た
り
２
０
０
円
前
後
と
安
価
と
は
言
え
ま
せ
ん
か
ら
、
市
販
の
防
水
フ
ィ

ル
ム
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。
３
ｍ
で
６
０
０
円
前
後
、
種
類
も
豊
富
で
す
。

ス
ポ
ン
ジ
は
台
所
用
の
も
の
で
構
い
ま
せ
ん
が
、
肌
に
ソ
フ
ト
な
も
の
が
良

い
で
す
。
２
０
０
３
年
以
前
は
放
置
観
察
主
義
の
立
場
が
優
勢
で
し
た
が
、

こ
の
ス
ポ
ン
ジ
圧
迫
療
法
を
行
う
と
、
早
い
患
者
さ
ん
で
は
、
開
始
か
ら
数

か
月
で
治
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
従
来
の
何
も
し
な
い
方
法
と
比
べ
る
と
、

ほ
ぼ
半
年
の
期
間
短
縮
と
な
り
、
し
か
も
出
来
上
が
り
も
、
お
へ
そ
ら
し
く

な
る
と
こ
ろ
が
お
勧
め
で
す
。「
ほ
っ
と
い
て
も
治
り
ま
す
か
ら
」と
言
わ
れ
、

次
の
診
察
日
を
決
め
な
い
ま
ま
、「
何
か
あ
っ
た
ら
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
、
お

誕
生
日
ま
で
心
配
さ
れ
る
の
と
、
ど
ち
ら
を
選
ば
れ
ま
す
か
。 

 

 

母
校
小
児
外
科
グ
ル
ー
プ
の
調
査
（
９
６
５
例
が
対
象
：
２
０
１
４
年
報

告
）
で
は
、
１
歳
未
満
と
そ
れ
以
降
で
治
療
を
開
始
し
た
場
合
で
は
、
治
癒

率
に
８
５
％
対
５
０
％
と
有
意
な
差
が
あ
り
ま
す
。
治
療
の
開
始
時
期
も
生

後
３
ヶ
月
以
内
と
早
い
ほ
ど
有
効
で
、
１
歳
半
以
降
で
は
無
効
と
い
う
結
果

で
し
た
。
最
終
的
に
手
術
と
な
っ
た
の
は
１
３
％
で
し
た
。 

本
来
、
自
然
治
癒
傾
向
の
強
い
臍
ヘ
ル
ニ
ア
で
す
が
、
な
る
べ
く
早
い
時

期
に
少
し
手
を
加
え
る
だ
け
で
、
自
然
治
癒
力
を
促
す
、
ス
ポ
ン
ジ
圧
迫
療

法
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
が
で
べ
そ
で

お
悩
み
の
方
、
相
談
に
乗
り
ま
す
。
一
度
拝
見
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。  

 

（
小
児
外
科
医
・
八
塚 

正
四
） 
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ハ
ー
バ
リ
ウ
ム 

 
 

 
 

 
 

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
は
、
も
と
も
と
「
植
物
標
本
」
の
こ
と
で
す
。 

ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
専
用
の
保
存
液
（
オ
イ

ル
）
が
入
っ
た
瓶
に
閉
じ
込
め
て
お
く
こ
と
で
、
美
し
い
色
の
花
を
長
時
間

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
は
生
花
よ
り
も
長
く
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、水
を
換
え
た
り
虫
の
手
入
れ
を
し
た
り
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
や
部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

今
年
も
も
う
少
し
で
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
が
や
っ
て
き
ま
す
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
も
イ
ン
テ
リ
ア
に
も
で
き
る
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

〈
用
意
す
る
も
の
〉 

 

・
密
閉
で
き
る
瓶
（
蓋
付
の
瓶
）：
空
に
な
っ
た
ジ
ャ
ム
な
ど
の
瓶
で
も
、

Ｏ
Ｋ
で
す
。
口
が
大
き
い
ほ
う
が
中
に
花
材
を
入
れ
る
の
に
楽
で
す
。 

・
お
好
み
の
ブ
ル
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ま
た
は
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
： 

 

お
花
以
外
に
乾
燥
さ
せ
た
オ
レ
ン
ジ
や
シ
ナ
モ
ン
、
木
の
実
な
ど
を
入
れ

て
も
オ
シ
ャ
レ
。
か
も
！ 

・
ピ
ン
セ
ッ
ト
：
花
材
を
い
れ
る
た
め
に
使
い
ま
す
。
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
が
、
口
の
細
い
瓶
を
使
う
な
ら
用
意
し
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

・
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
用
オ
イ
ル
（
シ
リ
コ
ン
）：
シ
リ
コ
ン
オ
イ
ル
は
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
に
最
も
向
い
て
い
る
オ
イ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
リ
コ
ン
オ
イ
ル

よ
り
も
安
価
な
の
が
、
流
動
パ
ラ
フ
ィ
ン
や
ベ
ビ
ー
オ
イ
ル
で
す
。
保
存

液
と
し
て
は
様
々
な
種
類
の
液
体
を
利
用
で
き
ま
す
が
、
品
質
を
求
め
る

な
ら
シ
リ
コ
ン
オ
イ
ル
が
良
い
で
し
ょ
う
。
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
専
用
オ
イ
ル

で
あ
れ
ば
、
夏
や
冬
な
ど
一
般
的
な
外
気
温
に
よ
っ
て
オ
イ
ル
の
品
質
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
心
配
も
な
い
の
で
、
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
楽
し
む
の
に
最

適
で
す
。
他
の
オ
イ
ル
だ
と
花
材
か
ら
色
落
ち
す
る
こ
と
も
あ
り
、
外
気

温
に
よ
っ
て
オ
イ
ル
の
状
態
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

〈
作
り
方
〉 

 

①
瓶
を
消
毒
し
ま
す
。
煮
沸
消
毒
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
活
用
し
ま
す
。

水
分
を
完
全
に
取
り
除
く
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
て
除
菌
し
、
で
き
る

限
り
、
微
生
物
を
取
り
除
く
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

②
花
材
を
瓶
の
中
へ
入
れ
て
い
く
。
花
材
を
入
れ
る
前
に
、
ど
の
よ
う
な

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
作
り
た
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
順
番
で
花
材
を
入
れ
て

い
く
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
瓶
の
中
へ
入
れ
る
前
に
、
瓶
の
横
に

入
れ
る
順
番
や
花
材
を
実
際
に
並
べ
て
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
よ
い
か
も
！ 

好
み
に
よ
り
ま
す
が
色
を
統
一
し
た
り
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
た

り
す
る
と
綺
麗
に
仕
上
が
り
ま
す
。 

 

③
オ
イ
ル
を
注
ぎ
、
蓋
を
し
め
る
。
花
材
を
入
れ
た
ら
、
瓶
に
オ
イ
ル
を

注
い
で
い
き
ま
す
。
花
材
を
全
て
入
れ
て
か
ら
オ
イ
ル
を
注
ぐ
と
、
花

材
が
動
い
て
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
す
す

め
は
、
花
材
を
入
れ
た
ら
オ
イ
ル
を
注
ぎ
、
ま
た
花
材
を
入
れ
る
、
と

い
う
ふ
う
に
交
互
に
入
れ
る
こ
と
。
こ
の
や
り
方
だ
と
花
材
が
安
定
し

や
す
く
な
る
の
で
、
作
り
や
す
い
で
す
。
最
後
に
花
材
か
ら
空
気
が
抜

け
き
れ
る
の
を
数
分
待
っ
て
か
ら
蓋
を
し
め
ま
す
。 

 

④
出
来
上
が
り
で
す
。
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
は
、
透
き
通
っ
た
液
体
の
中
で
ゆ

ら
め
く
花
の
幻
想
性
や
癒
し
効
果
を
楽
し
め
ま
す
。
幻
想
性
や
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
を
高
め
た
い
人
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
や
ア
ロ
マ
付
の
も
の
を

選
ぶ
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
や
ア
ロ
マ
ラ
イ
ト
を

使
う
と
、
中
の
花
や
オ
イ
ル
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
楽

し
め
ま
す
。
ア
ロ
マ
付
の
も
の
は
良
い
香
り
に
包
ま
れ
て
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。 

 
 

 
 

 
 

（
事
務
・
浦
部
幸
裕
） 
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お 知 ら せ 

年末年始のお休みは下記のとおりとさせていただきます。 

お薬等の確認をお願いします。 

12月30日(日)～1月６日（日） 

小児科・内科とも １月７日（月）より 

通常通り診療を開始致します。 

☆病児保育室サンクリキッズは 

12月29日（土）～1月６日（日） 

をお休みさせていただきます。 

1月7日は通常通り開所しております。 

〈新任ドクターの紹介〉 

井川 三緒（いがわ みお） 

 

2006年3月 昭和大学医学部 卒業 

2016年1月～昭和大学横浜市北部病院 こどもセンター勤務 

 

〈専門分野〉 新生児・小児科一般 

〈自己紹介〉 

本年10月より毎週木曜日の外来診療を担当させていただくことになりました 

井川 三緒（いがわ みお）と申します。普段は主に大学の附属病院で、新生児を

専門にＮＩＣＵ・ＧＣＵ病棟で働いています。外来では、退院後のフォローアップ

として成長・発達を診ています。 

サンクリニック小児科では週1回の診察ですが、どうぞ宜しくお願い致します。 

 


